
第 228回競技委員会議事録

1. 日 時：2014年 3月 5日（金）18時 00分～ 22時 40分

2. 会 場：連盟本部事務局

3. 出席委員：

競技委員会：委員総数 12、定足数 8、出席 11（内委任状 4）で成立。

寺本直志委員長、山後秀幸、古田一雄、西田博

正村祐一、斉藤千鶴乃、仲村篤志

以下委任状：佐々部君敏、林伸之、西田奈津子、田中陵華

欠席：山菅昭夫

オブザーバー：鈴木正人

4. 議事の経過及び結果：寺本直志委員長を議長に議事を逐一審議した。

第 1号議案 JCBLスタンダードについて

(1) 普及事業部が作成中の JCBLスタンダードについて清水映樹普及事業部長と清水康裕氏よ

り資料の配布と説明があり意見交換を行った。

第 2号議案 クラブディレクター承認の報告

(1) 事務局より下記 3名に対するクラブディレクター承認の報告があった。

釣谷 雅明 C-01037

名倉 まりの C-01038

大澤 尚子 C-01039

第 3号議案 コンベンションに関するワーキンググループからの報告

(1) 正村委員よりワーキンググループでの検討内容が発表され検討した。

(2) フォーシング 1NTのアラートについて

フォーシング 1NT のアラートついて現在多くのプレイヤが使用しアラートがなくても特別

の支障がないと考えられるためアラート不要にしてはどうかという件に関して検討した。

現状通りアラートを必要とするの意見が多数だったため現状維持とした。

(3) ドゥルーリーフィットを使用するペアのオープン点がリスト Bで制限されているがリスト

Cでも制限するべきかについて検討した。

現状通り制限を必要としない意見が多数だっため現状維持とした。

(4) 「マルチ 2D のサンプルディフェンス」の文章で「示す」を「含む」に修正することとし

た。「コンベンションリスト D」の文章も同様に変更する。

(5) 「リスト D用のコンベンションのディフェンスサンプル」について JCBL HANDBOOKへ

の記載はページ数の都合など事務局側の判断で行うことを再確認した。

(6) ディレードアラートについて現在は 3NT以降のビッドについて適用されるが、3NTはノン

フォーシングの可能性も高いため通常のアラートをした方が好ましいとの意見があった。

検討の結果ディレードアラートは 4C 以降のビッドについて行うよう変更することで合意

した。

ディレードアラート変更点および啓蒙に関する会報記事を西田博委員が作成しメールによ

って確認することとした。

(7) 良い 14HCPを含む(14)15-17HCPの 1NTオープンはアラートおよびプリアラートとの対象

外であることが確認された。JCBLHANDBOOK「コンベンション補足」に記載することと

した。



第 4号議案 2014 JCBL HANDBOOKについて

(1) 2014JCBL HANDBOOKの修正箇所について事務局より報告があり一部訂正のうえ承認し

た。

(2) 「取りの宣言」「取られの宣言」に関する記述を JCBLHANDBOOK「競技会の手続き」へ

の掲載するにあたって事務局より原案が提出され訂正のうえ承認した。

10. 「取りの宣言」「取られの宣言」

宣言できるときは「取りの宣言」や「取られの宣言」をすることを薦めます。

「取りの宣言」をしたときは、カードをプレイする順序や、宣言した数のトリック

を取る方針の明確な説明を行います。

ディフェンダーの「取られの宣言」に、そのパートナーがただちに反対した場合は

ただちにディレクターを呼んで下さい。この場合「取られの宣言」は成立せずプレイ

が継続されます。

「取りの宣言」や「取られの宣言」が成立した場合はプレイは終了します。宣言し

たプレイヤはハンドを開示してください。

「取りの宣言」や「取られの宣言」に間違いがあると考えた場合もただちにディレ

クターを呼んで下さい。この場合はダミーも含めて全員が間違いを指摘できます。

第 5号議案 その他議案

(1) ビディングボックスの会報記事の原案が事務局より提出され一部修正のうえ承認された。

(2) 日本リーグとクラブリーグについて下記の内容を確認した。

○クラブリーグが 2部 16チームに満たない期が 2期続いた場合そのクラブリーグからは日

本リーグへの昇格ができない。

○クラブリーグからの昇格がない場合は日本リーグからの降格チームが 1チーム減る。

○クラブリーグが再び 2部 16チームを満たせばその期の優勝チームは日本リーグに昇格で

きる。

○降格先のクラブリーグが昇格の条件を満たしていない場合降格するチームは他のクラブ

リーグの 1 部に降格することを選ぶことができる。ただし降格先のクラブリーグはその

期に降格してくるチームがないクラブリーグを優先する。

以 上


